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かけr)れることにより､動脈痛が発生し.増大および縮

小などの動的な変化がふr)わたものと考えられた.

p…A-10)皮質下出血で発症 した MCA 末櫓部
動脈硬化性脳動脈癌の 1例
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症例54才女性,既往歴は特になく突然の頑痛で発症 し

た.神経学的には.右方-の共同偏視と左不全麻噂,左

知覚障害を認めた.Crでは右前頭菓皮質下出血を認め

た.右頚動脈撮影では,PrefI･Ontala､rteryの閉塞と閉

塞近位部に造影剤の停滞を認めた.第6病日に右前頭隻

の血腫除去術施行.血腫内に屈曲蛇行した血管を認め,

その屈曲部に離れて2個の血栓化した脳動脈癖を認めた.

これは血管の分岐と無関係に発生しており,そC')1個が

破裂していた.Trappingを施行し動脈膚を含んだ血管

を掃出した.組織学的に動脈感の壁は.主として謄原線

維から構成され 内弾性板は非薄化及び断裂が見られ

動脈硬化性燕状動脈痛と診断した.動脈硬化性脳動脈癌

は,動脈の分岐と開陳ない椎骨動脈,脳底動脈,内頚動

脈に好発し,破裂することは稀である.中大脳動脈末梢

部で破裂 したこの種の動脈癖をふることは極めて稀であ

り報告 した.

p-A-ll) ')モ膜下出血急性期不整脈症例の治

療

得た破裂脳動脈癖の 1例-
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初めに ;クモ膜下出血発症時の心合併症として.種々

の不軽脈が出現すること_(rま,良く知られている.時に急

性心不全を里し,その生命予後に重大な影響を及ぼす.

我々は.発症急性期,完全房室プロリクにより急性心不

全を来 し,体外式ペ--スメ-カ-.-を挿入し,急性期手術

にて限治 し得た症例を経験 したので,報告 し,クモ膜 下

出血急性期に出現する心合併症に対する対処法について

文献的に考察する.症例 ;69歳女性.家族歴.既往歴 ;

特記すべきこと無し.現病歴 ;1993年5月16日,突然

の激頭痛.晦吐で発症し,発症後2時間後,Grade4(H

&K)にて当科入院した.入院時Crでは Fishergroup

3を呈 し,脳血管撮影にで左内頚動脈後交通動脈分岐部

iこ動脈壕が発見され この破裂によるクモ膜下出血と判

断した.入院時心電図にて完全房室プロりクを認めたた

術施行した.術後経過は良好で,房室イロり'/も第 3病

[_7には消失 し.以降心電図は正常であり.続発 した正常

圧水頭症に対 し第39病日で脳室頗陛短絡術を施行L.第60

病口自宅退院 した.結果及び考察 ;クモ膜下出血急性斯

i二は種々の心合併症を呈 し.その :1ン トロ-･-JLが,急性

急性期手術に至っては麻酔札 循環器科等との共同作業

が必要であり, クモ膜下出血急性期は全身病としてのと

らえかたが必要である.

p-A---12)t>:ユ･.- グレー ン症候群 を伴 った新 生

脳動脈噂の 1例
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伊原病と脳動脈癖の合併は時に話嶺になるが.我々は

シ_r-一一プレ･･･--ン症候群で末桐性中大脳動脈櫛を伴--,た多

確認 した症例を経験 したので報告 したい.症例 :71才.

女ヤi三.認才時,工r---I/L;-ン症候群の診断を受け.steroid

剤等の治噴,肝障害の follow upを受けていた.19811i-F

6i;321札 破裂右中大脳動脈 (t1-ifurcation及び h･,13部)

の clipping,wrappingを.9月10EIに左中大脳動脈

癖の clippingを施行 した.この時点で他に動脈橋は発

見さオ1なか一一一､た.1993年12f.129fj.右前大脳動脈噛CJT)

破裂で入院.同R clippingが施行された.動脈癖は特

異的な所見は無かった.標本摘.L_t･J.は行-_､ていない.術後.

敗血症を来して死亡したが.剖検は出来なかった.

シューーケし･-･･-ン症候群と多発脳動脈痛t-')関連性は不明

だが,新生動脈癖につし､て興味を有したため,文献的考

察を含めて発表 t_たし､.


